
～ 現在に至る 氏名 前田泰宏

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

大阪府臨床心理士会理事(2002年度から)、ブリーフセラピー・ネットワーク・ジャパン理事
(1998年度から）

臨床心理学、心理療法

学生相談員、学生相談運営委員、就職委員、大学院臨床心理学コース設置準備委員長

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

2004年奈良大学在職期間

最終学歴 関西学院大学大学院文学研究科博士課程前期課程（1979年3月）

文学修士

日本心理臨床学会、日本心理学会、日本精神分析学会、日本行動療法学会、日本ブ
リーフサイコセラピー学会、日本家族療法学会、日本トラウマティック・ストレス
学会

心理療法（ブリーフセラピー、折衷と統合）、不安と抑うつの臨床心理学的研究

専門分野

所属学会

研究課題

「基礎心理学と統合・折衷的心理療法の協同に関する研究」(2002年度～日本心理臨床学会におけ
る自主シンポジウム）



① ORS(outcome-
rating-scale）の
効果的活用：クラ
イエントと共に創
り上げるセラピー
を目指して

共著

① 自主シンポジウム
「心理臨床におけ
る折衷と基礎学」
における話題提供
発表

単著

② ワークショップ
「心理臨床の『基
礎』を求めて」に
おける指定討論発
表

単著

① 体験的に学ぶ「解
決志向グループ
ワーク」：楽しく
て,元気が出る、
ソリューション・
フ ォ ー カ ス ト ･
ワークショップ

共著

② 心理療法実践にお
ける“解決”と
は？特にソリュー
ション・フォーカ
スト･アプローチ
との関連において

単著

ブリーフサイコセラピー研
究13,1-12,2004.

2004年3月

（学会発表）

2004年11月28日

日本心理臨床学会第23回大
会（東京）

日本心理学会第68回大会
（大阪）

大阪府臨床心理士会創立20
周年記念誌、２０．

平井クリニック勉強会にお
ける講演

（その他）

2004年9月9日

著書､学術論文等の名称

（学術論文）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

ORS（結果評価尺度）を活用
した心理療法の実践例につ
いて報告し、その治療的意
義について論じた。

統合・折衷的心理療法（共
通要因アプローチ）の立場
から効果的な心理療法のポ
イントについて話題提供を
行った。

統合・折衷的心理療法（共
通要因アプローチ）の立場
から有用で基本的な治療的
スタンスについて論じた。

2004年9月

概　　　　　　　要

ブリーフセラピーや統合・
折衷的な観点から「心理療
法実践における解決とは何
か」について、実践事例に
基づいて検討した。

2004年 解決志向アプローチの「も
のの見方」に基づいたグ
ループワークの要諦につい
て論じた。


